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マイ・ミュージアム14「私たちのお宝展」開催中！

町内の方々の作品やコレクションを見てください

10月９日（月）まで　博物館特別展示室にて

化石クリーニング体験

石をけずって化石を取り出そう！（要申込）

 10月28日（土）午後１時30分~：定員10人

 博物館行事の紹介 

 ホッピーのひみつ４「ホッピーは、どうやって泳いだ？」
　クビナガリュウ「ホッピー」は、約8,000万年前に海だった穂別を泳いでいました。

　そこで問題です。ホッピーは、どうやって泳いだのでしょうか？

　　１．魚のように、尾ひれを左右に動かして泳いだ

　　２．イルカのように、尾を上下に動かして泳いだ

　　３．カエルのように、後ろ足で水をけって泳いだ

　　４．ウミガメのように、ヒレで泳いだ

　　５．ウナギのように、体をくねらせて泳いだ

　１~５のうち、どれでしょう？ヒントは、ホッピーの体つきにあります。

　ホッピーの前足と後足は大きなヒレになっていますね。首はとても長いですが、逆に尾は

とても短くなっています。体は丸く、胸と腰の骨はとても大きな板のようです。こうした体

のつくりで、どのように泳いだと考えられますか？

　答えは、「４．ウミガメのように、ヒレで泳いだ」です。海の中で羽ばたくように、ゆっ

くりと泳いでいたようです。大きなヒレは水をかくためで、大きな板のような胸

と腰の骨はヒレを動かす大きな筋肉がつきます。尾は使わないので、短くなりま

した。体のつくりを見ると、泳ぎ方や歩き方がわかります。（学芸員　さくらい）

行事の申込み・問合わせは、穂別博物館へ

2006年秋の特別展

「むかわの自然（動物・植物）」

むかわ町の動物・植物を、写真やはく製で紹介

10月28日(土)~12月17日(日)

博物館特別展示室

展示協力：ネイチャー研究会inむかわ

博物館実習生がやってきました
　９月１日~14日（10日間）、神奈川県の麻布大学３年生の徳田 彩（とくだ あ

や）さんが、博物館実習に来てくれました。日高町門別の生まれで、以前に来館

したことがあり、化石や恐竜に興味があって当館を希望してくれました。

「こんにちは。徳田　彩です。実習中は館内の展示や行事の手伝い

をさせていただきました。特にレプリカ作りは時間を忘れて夢中に

なってしまうくらい楽しかったです。できあがった石こうに自分の

好きな色を塗って、記念に持って帰りました。レプリカ作りは子ど

もたちだけでなく大人の方も楽しめる体験なので皆さんにもぜひ一

度は経験していただきたいと思います。実家（門別）に帰省した時

には、また訪ねてきます。」

HBCラジオで紹介されました　９月12日の「カーナビラジオ　午後一番」（HBC）で、博物館から

生中継されました。ホベツアラキリュウなどの化石や、化石クリーニング体験を紹介しました。

展示の準備

レプリカ作り



　：休館日　

[　]：館内整理日　

○：町民無料入館日

むかわの化石や生き物 ２００６年10月

 日 月 火 水 木 金 土

 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７  

 ８ ９ 10 11 12 13 14 

 15 16 17 18 19 20 21 

 22 23 24 25 26 27 28 

 29 30 31 

10月の休み：

　10・11は、祝日の振替です

10月のこよみフネガイ

　フネガイは、巻貝の仲間です。写

真のように他の貝によくくっついて

います。くっついているカラに穴を

あけたりしているわけではありませ

ん。でも、くっつかれている方はな

んだかじゃまな気がしますね。

どこかおかしい スズメの事故死？

　月１
回、博
物館の
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８月２６日

'06 キノコウォッチング

　一時期「すずめがいなくなった」とテレビ等で話

題になっていたが、逆に穂別の緑ヶ丘あたりでは増

えているようだ。そのせいか７月から８月中旬にか

けスズメが煙突を通ってストーブの中に入り込む事

故？が７件もあり、その内１羽はストーブの上ふた

を外したにもかかわらず脱出できずに死んだ。３年

程前にも１羽だけ入り込んだことがあったが、今年

は一ヶ月半ですでに７羽！ちょっと異常に思う。

化石クリーニング体験

今回は札幌と富川からの見学者７名が参加。
懸命にアンモナイトを取り出していました。

中学・高校でも博物館実習

ンターンシップで当博物館を訪れ、館で日常
的に行われている仕事を体験しました。

わんぱく広場で化石の採集とクリーニング

　９月10日、穂別化石ツアーに参加した16名
の仲間が化石の採集とアンモナイトのクリー
ニングに挑戦しました。「大変だ」といいな
がらも、みんな楽しそうでした。

スズメのいる木

　そういえば、今年はカラスが仲間をいじめ、羽を傷つけたり、仰向けに押さえて胸を突く

姿も見た。「自然界（人間社会も？）が少しずつおかしくなっているのでは」と心配になる。

　９月16日(土)、総勢18名(鵡川から５名)の
参加で「キノコウォッチング」を実施。森を
散策しながら、案内人から「キノコの見分け
方、食べ方について」お話しを聞きました。

冥王星が惑星ではなくなりました。これで惑星は８個に減りましたが、「惑星とは何か」ということも決まったし、整理が
できて良かったのではないかと思います。格付けが変わっても、太陽系の一員であることに変わりはありませんし。（さ）

フネガイ


